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研究成果の概要（和文）：本研究では，語彙サイズテスト，語彙構成を測定する新たなテスト，語彙アクセス速度テス
トの結果から，よりよく英語熟達度を推定できる多面的語彙能力テストを開発することを目的とし、ウェブ上で語彙知
識を測定する多面的語彙能力テストを開発した。平成２５年度に392名が多面的語彙能力テストを受験し、TOEICスコア
を申告した。多面的語彙能力テストからTOEICスコアを予測する共分散構造分析モデルは，語彙サイズと語彙構成・知
識の深さを一つの構成概念として考えるものが，最も適合することが判明した。このモデルでは，語彙テストの結果か
らTOEICスコアの55％を予測できる。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at developing a battery of multidimensional vocabulary knowledge 
tests that measure three dimensions of English vocabulary on the web: size, organization, and lexical acce
ss and whose results can be used to estimate test-takers'overall English proficiency. A total of 392 parti
cipants took the tests and submitted their TOEIC scores. An analysis of Structural Equation Modelling show
s that it best fits when vocabulary size and depth constitute one construct and vocabulary test scores can
 predict 55% of test-takers' TOEIC scores.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は，平成 19 年度～21 年度基盤研究 

(B）「技能別及び総合的英語能力を推定する
語彙テストの開発：サイズ，構成，認知速度
の融合」 (課題番号 19320084 研究代表 麗
澤大学望月正道：以下 19 科研）で明らかに
なった研究結果に基づき，さらにその研究を
進めることを目的とする。19 科研は，語彙力
をサイズ，構成，アクセス速度という 3つの
側面から捉え，技能別及び総合的英語能力を
推定することを試みた。共分散構造分析では，
信頼性が低い語彙構成テストは分析に加え
ず，語彙サイズとアクセス速度のみの分析を
行った。その結果，両者には-.42 という中程
度の負の関係が見られ，語彙サイズが大きい
学習者は，アクセス速度が速いという傾向が
中程度あるという結果が得られた。しかしな
がら，アクセス速度は TOEIC リスニング・リ
ーデイングのいずれとも関係を持たず，語彙
サイズのみがTOEIC得点を説明する語彙の側
面となった。このように TOEIC を予測する分
析では，LOT の信頼性が低い点，また，アク
セス速度はTOEIC得点の予測にほとんど貢献
しないという結果が得られた。19 科研の目的
は，語彙力を 3つの次元から測定し，それを
統合することによって，総合的な英語力及び
技能別の英語力を予測することであった。
TOEIC や CASEC の得点を総合的な英語力と考
えた場合，それを予測するには 3種類の語彙
テストは必要なく，語彙サイズテストのみで
十分に予測可能であるという結果を得た。こ
れを説明する原因として3つの要因が挙げら
れる。第 1の要因として，語彙構成テスト LOT
の信頼性の低さが挙げられる。LOT が信頼性
の高いテストだったならば，共分散構造分析
に加えることができ，語彙サイズに加えて，
TOEIC の得点を予測することができたかもし
れない。第 2の要因として，被験者の語彙レ
ベルの低さが挙げられるかもしれない。語彙
サイズと構成の関係について，Meara (1996)
は，語彙サイズが小さい場合，語彙構成は重
要ではなく，語彙サイズのみが重要であると
述べている。Meara によれば，英語の場合，
小さい語彙サイズとは 5000 語から 6000 語で
ある。これに従うと，この科研の被験者は語
彙サイズが5000語以下と考えられるために，
語彙サイズのみが重要である学習者であっ
たかもしれない。そのため，語彙構成のテス
トの信頼性が高く分析に使用できたとして
も，語彙サイズのみが英語総合力の予測に関
わっている結果に違いはなかったかもしれ
ない。第 3の要因として，アクセス速度のテ
ストの妥当性の問題が挙げられる。19 科研で
は語彙アクセス速度を測定するテストとし
て，ふつう認知速度の測定に用いるスーパー
ラボのような高価なソフトウエアを用いず
に，実施できるプログラムの開発を目指した。
しかしながら，無秩序な文字列に隠された高
頻度語を見つけ出すという課題と提示され
た単語を認知し，その意味を 2択で選ばせる

という課題が真にアクセス速度を測定して
いるのかという妥当性は十分に検証されて
はいない。門田等 (2008)の研究を参考に妥
当性検証を考える必要がある。 

  
２．研究の目的 
19 科研は，語彙テストから英語能力を推定

する方法を明らかにしたが，同時に 3つの問
題点も明らかになった。すなわち，語彙構成
テスト LOT の信頼性が低いという問題点，ア
クセス速度テストの妥当性検証が不十分と
いう問題点，語彙テストから英語能力を推定
する場合信頼区間が広く，厳密な推定ができ
ないという問題点である。本研究は，このよ
うな問題点を解決し，より正確な英語能力の
推定ができる語彙テストを開発することを
目的とする。 

 
３．研究の方法 
19 科研の問題点を克服すべく，本プロジェ

クトでは，語彙サイズテストの改善，語彙構
成を測定する新たなテストの開発，語彙アク
セス速度テストの改善を行い，よりよく英語
熟達度を推定できる多面的語彙能力テスト
を開発する。多面的語彙能力テストは，ウェ
ブ上で受験し，その場でテスト結果と推定
される英語能力が示される実用性のあるも
のを目指す。そのために，語彙テストの結果
と英語熟達度を測定するテストの結果との
関係を分析することによって，英語熟達度の
推定方法を決定することになる。 
多面的語彙能力テストは，19 科研と同様に，

語彙サイズ，語彙構成・語知識の深さ，語彙
アクセス速度という 3つの次元のテストから
成る。本プロジェクトでは，語彙構成を語知
識の深さと同義と考え，以下，両者を同一と
して扱う。 
語彙サイズテストは，19 科研の J8VST を

8000 語レベルまでテストするように改良し
た。さらに，短時間で語彙サイズを推定でき
るように，テスト項目を厳選し，最終的に各
レベル 4項目で 32項目のテストに改訂した。 
語知識の深さのテストは，Nation (1990, 

2001)の語知識の枠組みに基づき，語連想，
多義語 1，多義語 2，コロケーションという 4
つの側面で測定するテストを開発した。いず
れも最初は 30 項目ほどのテストだったが，
短時間で実施できることを優先させるため
に，それぞれ大幅に項目数を減少させ，最終
版では連想 20 項目，多義語 1，2 ともに 10
項目ずつ，コロケーション 15 項目とした。 
語彙アクセス速度テストは，コンピュータ

画面上に呈示された文字列の中に，4 文字語，
6 文字語，8 文字語のいずれかが含まれてい
るのを見つけ出すまでの時間を測定し，その
後にその語の意味を 3 択で選ぶ方式に 19 科
研の LEXATT を改良した。テスト項目も大
幅に削減し，最終版では 40 項目とした。 
このように 3次元の語彙知識をコンピュー

タ上でテストする多面的語彙能力テストを



開発した。受験者は，語彙アクセス速度テス
ト，連想テスト，多義語テスト 1，多義語テ
スト 2，コロケーションテスト，語彙サイズ
テストの順で受験する。所要時間は，受験者
による違いはあるが 30 分前後である。 
 
４．研究成果 
 平成 25 年度に日本の大学生・大学院生・
社会人の総計392名が多面的語彙能力テスト
を受験し，TOEIC スコアを申告した。結果
は，392名のTOEICスコアの平均は496点，
平均語彙サイズは 4852 語，平均得点率は語
連想 52.4％，多義語 1，61.4%，多義語 2，
47.6％，コロケーション 47.7％，平均語彙ア
クセス速度 496 ミリ秒であった。 
多面的語彙能力テストから TOEIC スコア

を予測する共分散構造分析モデルは，語彙サ
イズと語彙構成・知識の深さを一つの構成概
念として考えるものが，最も適合することが
わかった。このモデルでは，語彙サイズ，知
識の深さ，アクセス速度のテスト結果から
TOEIC スコアの 55％を予測できる。   
さらに，重回帰分析を用いて多面的語彙能

力テストの結果から TOEIC スコアを予測す
る予測式を作成した。 

 

132.05 + 8.58× (語彙サイズテスト得点) + 

3.05× (語彙連想テスト得点) + 5.31× (多義

語 1 テスト得点) + 9.63× (多義語 2 テスト

得点) + 12.84× (コロケーションテスト得

点)+ (-0.01)× (語彙アクセス速度テスト反

応時間)  

 
さらに，重回帰分析を用いて多面的語彙能

力テストの結果から TOEIC スコアを予測す
る予測式を作成した。 

 
132.05 + 8.58× (語彙サイズテスト得点) + 

3.05× (語彙連想テスト得点) + 5.31× (多義語
1 テスト得点) + 9.63× (多義語 2 テスト得点) 
+ 12.84× (コロケーションテスト得点 )+ 
(-0.01)× (語彙アクセス速度テスト反応時間)  

 
調整済みR2は語彙知識全体でTOEICスコ

アの分散の 53%を説明する。Cohen (1988)
の基準によれば 26％以上ならば予測が多く
できるとされるので，この予測式は予測がよ
くできたといえる。しかしながら，信頼区間
の幅は広く，正確な TOEIC スコアの予測に
は役立たないと思われる。平均的な受験者の
場合の予測は 95%信頼区間で 216.77～
775.22 点となり，とても正確なスコア予測と
は言えない。これは 19 科研の精度よりは向
上したが，それでも幅は広く，実際の TOEIC
スコア予測に応用できると勧められるもの
ではない。 

本プロジェクトの成果は，英語熟達度の予
測という点よりも，日本人英語学習者が習得
すべき英語語彙知識がどの程度身について
いるかを短時間で調べることができるツー
ルを開発したという点にあるかもしれない。
すなわち，このプロジェクトの参加者の中で
TOEIC で A レベルに相当する 860 点以上の
参加者がそれぞれの語彙テストで獲得した
得点の平均点を日本人英語学習者が目指す
べき目標点として設定した。多面的語彙能力
テストの結果は，それぞれのテストの得点と
ともに目標点を 100％としたときのパーセン
テージで表示される。つまり，アクセス速度
は 90％，語連想は 70％，多義語 1 は 80％の
ように，受験者一人ひとりが語彙知識のどの
部分がよく習得できていて，どの側面がこれ
からさらに学習が必要かを即座にフィード
バックする。これにより受験者は自分のこれ
までの語彙学習の成果とこれからの課題を
知ることができる。 
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